
令和４年度 自己評価結果公表シート
日 知 屋 幼 稚 園

１．幼稚園の教育目標
○幼稚園の目標
子供の「自立」と「共生」の心を育む

○上記目標達成のために
｢健康な体｣ ｢豊かな心｣ ｢考える力｣の育成に努める

２．本年度に定めて重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した
幼稚園評価の具体的な目標や計画
重点的に取り組むことを目標にした幼稚園評価の具体的な目標
１．遊びを中心として子供たちが伸び伸びと活動する教育の充実に努める。
２．規範意識や思考力の育ちなどに関する指導の充実を図る。
３．幼児の家庭での生活経験に配慮した基本的な生活習慣の育成を図る。
４．安心で安全な幼稚園を保障するための取り組みに努める。
５．幼稚園と小学校との連携を推進する。
６．地域交流、異世代間交流、国際交流等豊かな体験活動の充実に努める。

３．評価項目の達成及び取組状況
評 価 項 目 結果 理 由

健康な体作りやそのための取り組み、豊かな感性や表現を深められる活
(１)教育活動の充実 Ａ 動や制作活動の充実につとめた。

周囲への関心や感謝の気持ちに気づき、自分が感じたことを発信、意思
(２)道徳指導等の充実 Ａ 表示することを意識、習慣づけられるような言葉かけなどをした。

基本的な生活習慣を認識し、一つひとつ確実に行動するよう呼びかけ、
(３)基本的な生活習慣 Ａ 毎日繰り返すことの重要性を伝えてきた。

避難訓練、防犯訓練を月1回実施する中で、日頃の集団生活の姿勢や取
(４)安心で安全な幼稚園 Ａ り組み、周囲の変化に気づき行動する事の重要性を確認した。

就学前の連携や幼保小の連絡会など従来の取り組みは例年通り行われ
(５)小学校との連携 Ｂ た。園児と小学生との交流をさらに充実させ、連携につなげられるよう

に努めていきたい。
活動や交流に限りがあり、今年度も交流を深めることが困難な状況が続

(６)豊かな交流体験の Ｂ いた。未就園児をはじめとする地域やとの関わりを深められるよう工夫
充実 していきたい。

４．幼稚園評価の具体的な目標や総合的な評価結果
結 果 理 由

昨年より合同クラスを経験しているということもあり、学年の垣根を越えて、行事の話し合いや活
動などを行う姿が見られた。一方、学年独自の活動を尊重する姿などが見られ、交流や関係際の深

Ａ まりや変化が感じられた。
未就園児や地域との交流など活動の幅を広げたり、その他課題点として挙げられたものを振り返り、
支援や配慮の充実や安心・安全な園づくりに努めていきたい。

◎「３，４」の評価結果の表示方法
Ａ 十分達成されている
Ｂ 達成されている
Ｃ 取り組まれているが成果が十分でない
Ｄ 取組が不十分である

５．今後取り組むべき課題
評 価 項 目 課 題 と 具 体 的 な 取 組 方 法

(１)教育活動の充実 教育理念の理解、確認と共に保育、生活に反映できるよう、また、取り組み
の意味やねらいなどを明確に発信できるように努める。

(２)道徳指導等の充実 日頃の気付きや関り、思いやりなどを大切にする心情や行動が反映できるよ
うに働きかける。

(３)基本的な生活習慣 基本的生活習慣の指導の意識を高め、実行できるよう働きかけを工夫する。

(４)安心で安全な幼稚園 定期的な安全点検、避難訓練の計画と共に日々の周囲の様子観察を意識し環
境づくりに努める。

(５)小学校との連携 それぞれの現状を捉えながら、幼保小中の連絡会等での共通理解を深めてい
きたい。

(６)豊かな交流体験の充実 限られた環境の中ではあるが、園内の園児同士の交流を深めたり、様々な世
代や地域の方々の存在や活動を認識したり親しみを持てるように働きかける。


